
自発的な探究心を育てる学習

～暉肘る力」を育成し，互し~玩を交流する疾Rをめざして～

谷口佳都司

子どもたちのコミュニケーショ刀能力や人間関係を構築する力の向上をめざし，様々な「ひと」「もの」「こと」

との出合いを通じて，自分自身の考えを確立し，物事を主体的に判断できる力を育てる総合的な学習の時間にした

いと考えにそこで，今年度の第4学年の総合的な学習の晦間に扱う教材として，和歌山県の特産品「金山寺味噌」

や3年後に開催される「紀の国わかやま国体」のことなどを取り上げた。子どもたちにとって，身近でよく知られ

ている言葉であるものの，具｛枠勺な点ではっきり分からない事象でもある。だからこそ，多くの課題が生まれ，解

決したい気持ちにさせる。子どもたちは，一つの事象をあらゆる角度から探究していく中で，今まで知らなかった

ことに触れ，「ひと」「もの」「こと」に出合い，子ども同士で意見交流しながら，社会性を育んだり自己の生き方を

考えたりできると思い，効果的な総合的な学習の時間の進め方を研究してきた3

キーワード：金山寺味噌紀の国わかやま国体，課題探究，自己の生き方

1. 互いの考えを積極的に交流するために

1. 1. 探究していく学び

総合的な学習の学習における『学びをデザインする子

どもたち』とは，一つの事象について，子どもたちが様々

な「問い」を自分自身や仲間に投げかけ，互いの考えを

交流しながら課題を主体的に探究する学びを創ってい

くことだと考えた）

今の子どもたちが，多様性・複雑性の強い傾向にある

生活環境を生きていくためには， 「どれだけ知っている

か億職・技術の習得）」よりも，「どれだけ探究できる

か切法の獲得）」ということに重点を置く必要である。

つまり，「何を学ぶのか」だけではなく，「どのように学

ぶのか」ということも大事なのである。

そこで，総合的な学習の学習む佳めていくにあたって

は，子どもたちには，受け取った知識や技術をただ鵜呑

みにするのではなく， 「どうしてそうなるのか。」「なぜ

なのか。」とさらに深い部分についても探究するように

促してきた

1. 2. 子どもの対話力の充実

今年度の個人研究テーマを『「説明する力」を育成し，

互いの考えを交流する学びをめざして』とし，総合的な

学習の授業づくりの研究を進めてきた3

全｛本習の場で，子どもたちが互いの考えを積梃的に

交流するには，一人一人の「説明する力」を育成し，対

話力の充実を図ることが必要だと考えた）

この「説明する力」とは，自分の思いや考えをまとめ，

自分の言葉で仲間にわかりやすく伝える力と考えてい

る。そして，特に「話す力」 「聞く力」を身に付けるこ

とである。どのようなことを意識して話したり聞いたり

するのか， H頃から授業を通して適切な方法を教師の方

から支援していくことを続けてきたそうすることで，

子どもが対象と真剣に向き合い，自分なりの気づきや考

えを持つようになってきたまた，子ども同士で個々の

見方や考え方を交流し，より深まった課題追究する学習

へとつながるようにした

1. 3. 身近で．魅力ある教材の選定

子どもが夢中になり互いの考えを積極的に交流でき

る学習するために，子どもが問題意識をもち， 「調べて

みたい」「やってみたい」と強く思えるような教材む堡

定したりするように心がけt.::o
子どもが典味関心をもつ教材，感動を覚える教材，子

どもにとって身近で実態に沿った教材などむ堡定し，身

体を使った活動，知恵を働かせて行う活動，仲間と協同

しながらの活動，直接｛楼庚を多く取り入れた，そうする

ことで，子どもたちがしつかりしためあてをもたせt.::o

2 携わっている「ひと」との出会いを通して

前述のように，総合的な学習の時間で様々な「ひと」

「もの」「こと」とかかわることによって，子どもたち

は多くの気づきを得ることができる。そして， 「今の自

分」と「これからの自分」を比較することで自己成長を

促し，未来の自分の生き方について見つめるのではない

かと考えた3

特に，その単元の対象に深く携わっている「ひと」と

の出会いは，学習をより深める大切なことだと捉え，直

接会う機会を可能な限り設けるようにしてきに見学先

で働いている「ひと」や，教室ヘゲストティーチャーと

して来てくれた「ひと」から，専門的な知識や方法，あ

るいは経験したことを教えてもらうことによって，子ど

もたちがその対象に迫り，課題を自分事としてとらえる

きっかけとなる。さらに，その「ひと」が真剣に取り組

む姿勢思いや額い，知恵や工夫の麹青らしさなどを感

じ取り，表面的には見えにくい部分のことも学ぶことが

できる。
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自分たちと関連性がないと捉えてきた学習が，正に自

分自身にかかわった学習へと発展し，自ら問題を発見し，

主｛栢内に探究しようとする意欲が芽生える。そして，積

極的な子ども同士の考えの交流が可能となり，子どもた

ちの自発的な学びへつながると考えた。

3. 単元学習の実際

ここでは， 『今，ここがすごいよ！ふるさと和歌山』

という年間テーマで実施した4年B組の総合的な学習

の2つの単元学習の実際について報告する。

3. 1. 『県特産品「金山寺味噌」』より

3. 1. 1. 子どもたちから見た「金山寺味噌」

本実践の主張点を『一つの和歌山の特産品に着目し，

麟の「ひと」「もの」に出合い，深く学んでいくこと

で，主｛栢内に解決していく態度や能力が育つ。』とし，

和歌山県の特産品「金山寺味噌」を教材として扱った学

習を行っt:-o
単元の初めに，学級で「金山寺味噌」についてのアン

ケート (28人）を取っ迄学級の子どもたちの半数が

「金山寺叫嗅曽」を知らないということ，食べた経験があ

る子どもは6人であることが分かったまた，子どもた

ちに釦甥』いてみると，「金山寺痣曽」が和歌山県の特

産品であることを知らない子が大勢いた勿論どこで

どのように製造されているのかを知らないことも分か

った。子どもたちにはあまり馴染みのないものだという

ことで，この単元む佳めていくのは難しいと考え，有田

市内にある『Tみそ麹吉』の職人さんに製造方法などに

ついて教えてもらうことを依頼し，金山寺味噌と子ども

たちとの距離を縮めることにした）

3. 1. 2. 職人さんの技と心を学ぶ

この単元で，職人のTさんと出会えたのは4回あっt:-o
初めにTさんと出会ったのは， Tみそ麹店の工場に見学

に行った時であった。

工場では，麹を作る工程を見学させてもらっt:-o米・

麦・大豆を蒸し，種麹をつけるところや，むしろ• もろ

ぶたに移し，保温室 (30度前後の部屋）へ入れるとこ

ろを子どもたちは某際に見ることができに蒸し上がっ

た時に出る湯気や香り， Tさんの手作業の様子や真剣な

表情，工場の中に置かれている沢山の道具など，子ども

たちにとっては初めて見たり感じたりしたことばかり

であった,Tさんとその奥さんが二人で協力し，真剣な

表情で手際良く一つ一つ丁寧に作業をする様子を見る

ことができた,Tさんの仕事に対する熱意や思いを子ど

もたちなりは惑じたようであった。

工場を見学してから一ヶ月後，金山寺味噌の仕込み体

験を実施し，ゲストティーチャーとしてTさんに学校へ

来てもらった（図 1)。子どもたちは， Tさんにやり方

を指導してもらいながら，ウリやナスを包丁で切ったり

麹を細かく砕いたりする作業をしに材料を混ぜる作業

については， Tさんが子どもたちの目の前で実際に作業

をやってみせてくれた子どもたちの感恩の中には，「金

山寺麹と色々な野菜をすごく手早く混ぜていた3」「金山

寺味噌を作るのは時間と手間がかかることがわかっ

た。」「野菜0幼り方をわかりやすく教えてくれた」と

いうのがあった。仕込みの一連の作業工程と，職人さん

の熟練した技の痴青らしさがよくわかり，金山寺味噌が

より身近になっt~

じ二

図1

3. 2. 『3年後の「紀の国わかやま国体」』の

実践より

3. 2. 1. 国体とはどんな大会なのだろう？

本実践では3年後に開催予定である「紀の国わかや

ま国体」を教材として扱い，五国のスポーツ大会である

国体（国民体育大会の略称）の素晴らしさを発見してい

く単元構成を考えた3 「紀の国わかやま国体」が3年後

に開催が迫っているが，どんな大会であるのか，国や県

が何の目的でこれ程までに力を注いでいるのか理解さ

れていないのが現伏だと推察しに以前の「黒潮国体」

が41年前のことなので，子どもたちは勿論のこと，子

どもたちの親の世代も当時の様子をほとんど知らない

のが関係すると考えにまた，毎年の和歌山県選手団の

活躍や結果・様子について，詳しし情報が一般の人々に

はなかな訊云わらないことも影響していると考えた）

この単元を通して，子どもたちには国体がどのような

ものであるかを理解させ，興味•関心をもたせるように

したいと考えt:o3年後の「紀の国わかやま国体」では，

自分たちのふるさとで国体を開催する喜びと感動をし

っかり味わい，何らが刀形で参加したり，会場へ行って

応援したりするようになってほしい。そして，子どもた

ちが「和歌山って，すごいよ！！」と自慢できるくらい，

もっと和歌山県を好きになることを願っt:o
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3. 2. 2. 庫潮醗」当時a葉子を学ぶ

「紀の国わかやま国体」については，今現在開催に向け

て準備をしている醐郊皆ということもあり， 3年後の国体

で其祭にどんなこと力布われるのが患像しにくい。そこ

で「黒潮国体」当時⑬堡手や運営委員だった「ひと」に

その時の様子を教えてもらうことにした3

本単元の第8~11時に，ゲストティーチャーとし

て， Tさん〔黒潮国体最終矩火ランナー，陸上競技の女

子400mの元日本記録保持者〕と，元県教育委員会保

健体育課のYさんの2人に4年B組教室へ来てもらい，

「黒潮国体」について話をしてもらっt.::-o
Tさんは，黒潮国困開会式で矩火を持ちながら走って

いる当時の写真パネルを持ってきて子どもたちに見せ

てくれた3 四2)

図2 Tさんから．黒潮国体最終矩火ランナー・選手

としての体験や様子の話を聞く。

矩火を持って走った時，選手として競技で走った時な

どの気持ちを教えてくれた Tさんは，子どもたちの一

つ一つの質問に笑顔でわかりやすく答えてくれた3

Yさんには，黒潮国体当時の様子や脚妥からの国体の

流れなどについてお話をしてもらっt=.,また，子どもた

ちは，分からない点や疑問に思う点について色々質問し

た。（図3)
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図3 黒潮国体と．戦後から今までの国体のことにつ

いて (Yさんの板書より）

第1回国体が京都で開催された理由，黒潮国体の総合

開会式のときのエピソード，シンボルマークやスローガ

ンの意味についてなど，子どもたちが今まで全然知らな

かったことをいつばい教えてもらった国体が戦争と深

く関係していたことや，国体開催の意義や目的などがよ

く分かった。矩火リレーの仕組みも詳しく教えてもら

い，前回のゲストティーチャーのT選手が最終矩火ラン

ナーとして走った責任の重みを改めて理解することが

できた）

3. 2. 3. 「紀の国わかやま国体」開催に向けて

進められていること

本単元の第8~11時に贋切競技式脚即叫長の Iさ

んにゲストティーチャーとして来てもらい，特に国体の

競技面についての話をしてもらった （図4)

図4 開催準備のことや．今現在の和歌山県のスポー

ツ競技力についての話を聞く。

和歌山県は昨年の「おいでませ！山口国体」で総合4

3位の成績だったが，今年の「ぎふ清涸国体」では一気

に21位に順立が上がり，これから3年後に向けて，競

技力向上をさらに行っていくそう芯でも，和歌山如ま

人口が少ない方であるため，競技者人口も少なく，なか

なか上位に上がっていくのが難しいことも教えてもら

った。マスコットキャラクター「きいちゃん」について

子どもたちはとても関心があり，どのようにして決まっ

たのか，きいちゃん誕生のいきさつやマスコットキャラ

クターが重要な役目を果たしていることを知った3

4. 授業の考察

【対話について】

金山寺味噌の学習の第3次では， 「Tさんの作った

金山寺味噌のいいところを見つけよう」という課題で話

し合わせた （表1)

ほ舌し合し't(J)j金中から）

C15 ・・・・「 (C25)君lお郎敷があると言ったんだけど，分かり

やすく言うと，ピリッとした感じ。甘いんだけど

ちょっとピリッとした感じ？」

T・・・・・・・・「この中にピリッとするものってあるの？

C全体・・・・《つぶやき》 「ないない。」

C15 ・・・・「味としてピリッとするの。」

T・・・・・・・・「味としてピリッとするんだね。」

C24 ・ ・・・《つぶやき》 「人によって違うと思う。」

C13 ・ ・・・《つぶやき》 「ピリッとせえへんやろ。」

C 8 ・・・ ・ 「金山寺味噌の中に野菜とか麦とかいろんな物が
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入っているから美床しい。」

T・・・・・・・・「これもいいところなんだね。」

C25 ・ ・・ ・「慣れた手つきでやっている。」

T・・・・・・・・「なるほど。付ltroえとかない？」

C22 ・・・・「何か聞いたことだけど，何て普通の痢曽と違う金

山寺味噌を作っているのかっていう質問をしたら，

金山寺味噌l胡頃欠山の本場なので買いたいと思う

お客さんが多いから・・。」

C 5 ・・・ ・「次も食べたくなる味。」

T・・・・・・・・「何で次も食ぺたくなるんやろ？」

C 5 ・ ・・・「美床しいから。」

C24 ・・・・「味が濃いから覚えやすい。印象的やから。」

C24 ・・・・「 (C5)君の「また食べたくなる，」という意見

に，自分なりの意見としては独特双紐丸て1

酸べたら味力濯くて忘れられなし味。」

C28 ・ ・・・「柔らかい感じで好き。」

C25 ・・・・「金山寺甜曾l埠だくさんだからそれだけで全部補

える。」 （紺略）

表1 「Tさんが作った金山寺味噌のいいところを見

つけよう」 （授業記録）

たくさんの種類の野菜などが入っていること，独特

の味や食感などに関する意見が出てきた子どもたち

が個々で金山寺味噌のいいところをたくさん発見して

いたっ他の子の意見に続けて自分の考えを積極的に発

言する姿が見られにおそらく，それまでの学習の中

で，スーパーで売られていた金山寺味噌やTさんの金

山寺味噌を食べ比べたことや，金山寺味噌と一緒に茶

粥を食べたことが子どもたちにとって金山寺味噌の特

徴を知る大事な経験になったと考える。また， C25の

「慣れた手つきでやっている。」などの発言から， T

さんの技や経験を意識していることも伺えた3 しかし，

Tさんの凄さに迫っていけそうな発言が何度かあった

ものの，具佑的に深く触れていくことができなかった。

この時間では， Tさんの作る金山寺味噌のことではな

く，主に一般的な金山寺味噌のいいところを出し合う

ことに留まっにもう少し話し合いが発展していれば，

道具などの衛生面の管理長年培われた経験や勘，材

料の選び方など，職人のTさんだからこそできること

にもっと目を向けさせることができたと考える。教師

の方から，適切に間いかけや聞き返しをしていれば，

話し合いがもっと深まるチャンスがあったと感じた3

【探究について】

意欲を持って自発的に探究するには，単元を通して

何を学んでいきたいかということを子どもたち一人一

人が明確に持っておくことが大切だと感じた。そして，

教材が子どものニーズに合ったものであり， 日常生活

の中では分かりにくいものであったからこそ，自然に

問題が見え，課題が生まれたと感じにまた，教師が

子どもたちの願いや思いに寄り添い，一緒に悩み，試

行響しながら「ひと」 「もの」 「こと」と出合う機

会を設定することで，課題に迫っていく学習になると

思われた。

新聞や資料，書籍などで調べたことを基に，課題に

ついて意見を交流することは可能であるが， 「多分0

0だから， 00については00だろう。」というよう

な予想に予想を重ねていく話し合いの展開になってし

まう。やはり，携わっている「ひと」と出会い，その

「ひと」の仕事をする様子を実際に見たり，その「ひ

と」の経験話を聞いたりすることが真実を確認するチ

ャンスなのだと考えた。そして，その「ひと」だから

こそ得られる貴重な情報なのだと改めて強く感じた。

このようなことを「ひと」からどうすれば引き出せる

のか，その方法を考えることも大事な学びであり，子

どもたちの探究心が育つと考えた。

5. 研究の成果と今後の課題

2つの単元の実践によって，子どもたちが今まで知

らなかった様々な事象に目を向け，深く考える機会を

与えることができた。

金山寺味噌を食べた経験がない子どもが多数いたに

もかかわらず，みんなで考えたり Tさんに教えてもら

ったりしたことで，材料や製造工程は勿論，詳しい特

徴や魁功まで発見できた。そして， Tさんの仕事に対

する思いや熱意に気づき，物事に真剣に取り組む姿勢を

感じ取ることができたのも大きな成果であった。

また，国体についても， 「黒潮国体」と「紀の国わ

かやま国体」の運営に関係した「ひと」にゲストティ

ーチャーとして子どもたちの学習にかかわってもらっ

たことで，国体の仕組みだけではなく，準備や地域の

動き，スローガンなど細かい点にも目を向けさせるこ

とができた。

「説明する力」の育成をめざして学習に取り組ませて

きた授業の考察でも述べたように，積極的に自分の

考えを発言する力は付いてきた。しかし，対話力の定

着はまだまだ成されていない。もっと互いの考えを交

流させ，一歩踏み込んだ新たな発見ができるように指

導を続けていきたい。それから，教師の発問の仕方を

工夫し，話し合いが本筋から離れても，流れを修正で

きるよう，予め子どもたちの意見を予測しておきたい。

今後も，更に探究心を湧きたて，子どもたちの視野

を更に広げていけるような総合的な学習の時間の研究

を続けていきたい。
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